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境港外港中野地区国際物流ターミナル整備事業の概要
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境港

《ふ頭再編による物流効率化イメージ》

・整備施設：岸壁(-12m)、泊地(-12m)、臨港道路、ふ頭用地
・事業期間：2012年度～2016年度
・事 業 費 ：85億円
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効果 物流コストの削減を通じた地域の経済社会の発展や雇用の確保に寄与する。

対応策

課題 大水深岸壁及び埠頭用地の不足により滞船、横持ち輸送が発生している。

大型船に対応した岸壁整備及び埠頭再編
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日本海対岸諸国との貿易拡大に向けた取組み

年月 事項 備考

2012.5 浜田港ロシア貿易拡大プロジェクト実行委員会設置 行政、経済関連団体、物流業者により構成

2012.6 浜田港ロシア貿易サポートデスクを開設 ウラジオストクに既設の島根ビジネスサポ－トセ
ンタ－と連携

2012.12 浜田港とウラジオストクを結ぶ国際RORO航路の定期化（月2便）

境港：DBSクルーズフェリー浜田港：FESCO社RORO船

写真：浜田港振興会HPより
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◆貿易拡大に向けた取組

年度 試験輸送ルート 輸送品目

2011年度内 ・境港→＜DBS＞→東海港→韓国国内 食品

・境港→＜DBS＞→ウラジオストク港→（中露国境経由）→中国国内

・中国国内→（中露国境経由）→ウラジオストク港→＜DBS＞→境港

雑工業品等

・中国国内→（中露国境経由）→ウラジオストク港→＜DBS＞→境港 雑工業品

・ロシア極東→（シベリア鉄道）→ウラジオストク港→＜DBS＞→境港→＜内航船＞→日本国内 鉱産品

・境港→＜コンテナ船＞→天津港（中国）→中国国内 リサイクル貨物

（ガラス再生粉）

・境港→＜DBS＞→東海港（韓国）→韓国国内 リサイクル貨物

（再生固形燃料）

2012年度 ・境港→＜DBS＞→ウラジオストク港→（中露国境経由）→中国国内 食品

・天津港（中国）→＜フェリー＞→仁川港（韓国）→（陸送）→東海港（韓国）→＜DBS＞→境港 金属機械工業品

【浜田港】：ロシア貿易拡大に向け、官民一体となった取組を実施

【境港】：境港と東アジアを結ぶ新たな物流ルート開拓を目指したトライアル輸送の実施

◆境港・浜田港と対岸諸国を結ぶ航路ネットワーク

【境港貿易額（輸出入額計）】

【浜田港貿易額（輸出入額計）】

※財務省貿易統計より。2012年は11月迄。２



高規格道路の整備状況

【凡例】
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○ 高規格幹線道路の中国地方の整備率は約８割であり、山陰道においては約４割弱の整備状況。

○ 2011年度は、一般国道１９１号萩・三隅道路をはじめ、中国横断自動車道尾道松江線及び

東広島・呉自動車道の一部が供用

○ 2012年度は、 中国横断自動車道姫路鳥取線（約９ｋｍ）及び尾道松江線（約４９ｋｍ）が供用予定。

※山陰地方の整備率は、鳥取県・島根県内の区間を対象に算定
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は供用延長に含まない。
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至
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課題

福井地区国際物流ターミナル
（浜田港の約8割の貨物を取扱う中心地区）

約340mの滞留

臨港道路福井１号線 国道９号

JR山
陰

本
線

約400mの滞留

臨港道路と国道9号の

激しい渋滞臨港道路の
耐震性能の不足

慢性的な渋滞の発生と大規模災害時の輸送路の確保

臨港道路福井4号線の整備
整備内容：２車線 × 1,500m
事業費：39億円
整備期間：2012年度～2017年度

臨港道路
福井１号線

対応策 効果
高速道路とのアクセス強化による
物流コストの削減
（国道9号等の渋滞軽減にも寄与）

大規模地震発生の際にも求められる
物資輸送ニーズに対応

利用企業の更なる投資や雇用の確保
に貢献

至

益
田
方
面

浜田港の機能強化に向けた取組（臨港道路福井４号線）

写真：浜田港振興協会HPより
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福井地区

長浜地区

長浜地区１、２号上屋
総面積3,610㎡

（バルク貨物用倉庫）

コンテナ貨物を取り扱う物流倉庫の不足

浜田港の機能強化に向けた取組（CFSの整備）

課題

保管出来ない貨物の
非効率な横持ちが発生し、

物流コストが増加

コンテナターミナル背後の
物流倉庫の容量が不足

対応策

効果

・非効率な輸送の解消による物流コストの削減

福井地区コンテナ上屋
総面積330㎡

ｺﾝﾃﾅﾌﾚｰﾄｽﾃｰｼｮﾝの整備
整備内容：1,950㎡（床面積）
整備期間：2013.4完成予定
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総合特区の実現 （水島コンビナートに係る総合特区等による種々の規制緩和の促進）

ハイパー＆グリーンイノベーション水島コンビナート総合特区の概要

【戦略１】
＜取組内容＞
■バーチャルワン・カンパニーの実現

高度な企業間連携による高効率・省資源型コンビナートの構築
・ユーティリティ共同化施設整備
・オフガスハイウェイ、水素ハイウェイ整備

【戦略２】
＜取組内容＞
■水島港ハイパーロジスティック港湾戦略

水島港が持つポテンシャルを最大限活用可能にする環境整備
・国際バルク戦略港湾に選定された水島港の輸送効率の改善

＜規制の特例措置等の提案 ＞
・港則法及び関税法による船舶の錨泊地の利用基準の緩和
・とん税法及び特別とん税法の船舶の再入港時の非課税要件の緩和
・海上交通安全法による備讃瀬戸航路の船舶に対する航路航行制限の緩和

【戦略３】
＜取組内容＞
■グリーンイノベーションコンビナート戦略

成長産業の国内重要製造拠点（マザー工場）化
・環境・エネルギー分野における高機能・高付加価値製品の
国内供給拠点の形成

・特区区域内では、企業活動の制約となっている規制が、安全・安心や環境面に配慮した形で緩和され、アジア
で勝ち抜くための様々な活動が円滑に実施可能。
・国内ものづくり産業の再編が進む中、２５０を超える事業所が活動する水島コンビナートが持続的に成長する
ことで、２万５千人を超える雇用が守られ、更に企業誘致による新たな雇用が発生。

特区目標：アジア有数の競争力を持つ我が国のモデルとなるコンビナートを構築し、経済成長と国内雇用を確保

＜規制の特例措置等の提案 ＞
・ガス事業法の特定供給要件の緩和
・電気事業法の特定供給許可要件の緩和
・設備投資等に対する法人税の特別償却
・施設整備に対する補助金制度の拡充 等

＜規制の特例措置等の提案 ＞
・土壌汚染対策法の土地の形質変更に係る土壌調査要件の緩和
・石災法のレイアウト規制に関する手続きの地方公共団体への権限
・設備投資等に対する法人税の特別償却 等

規制緩和や投資促進策により３つの戦略を推進

構想の実現により
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水島港国際バルク戦略ターミナルの整備

７

上組(株)玉島支店

【民間による設備投資の状況】

※2012.8.4 山陽新聞

瀬戸埠頭(株)

※2012.6 第73期有価証券報告書より。

（設備の新設）
・設備の内容：倉庫業務用設備（サイロ）
・施設容量 ：約3万トン
・投資予定額：約30億円
・整備期間 ：2012.3～2013.2

2012.8 中国地方整備局撮影



背景・要請背景・要請 対 応対 応

国際競争力の強化
①水島地区と玉島地区を結

ぶ経路が慢性的に渋滞

②国際コンテナ貨物の増加と
船舶の大型化への対応

安全・安心の確保
③大規模地震発生時にも、

継続的に産業活動を行う
ための物流機能の確保

国際競争力の強化国際競争力の強化
①水島地区と玉島地区を結

ぶ経路が慢性的に渋滞

②国際コンテナ貨物の増加と
船舶の大型化への対応

安全・安心の確保安全・安心の確保
③大規模地震発生時にも、

継続的に産業活動を行う
ための物流機能の確保

玉島地区

水島地区

玉島ハーバー
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水島臨海工業地帯

高
梁
川

既設臨港道路

事業の効果事業の効果

現状経路の混雑状況

水島臨海工業地帯

玉島ハーバー
アイランド

臨港道路

国際物流
ターミナル

水島地区
玉島地区

高
梁
川

岸壁(水深12m)(耐震)

泊地(水深12m)

航路(水深12m)

現状経路

国際競争力の強化国際競争力の強化

①水島と玉島地区間の
臨港交通機能の強化に
よる輸送コストの削減
（44.7億円/年）

②大型船の活用による
輸送コストの削減
（17.7億円/年）

安全・安心の確保安全・安心の確保

③大規模地震発生時にも
物流機能を維持し、継続
的な産業活動に貢献

・臨港道路（橋梁）の整備

・国際物流ターミナル

（耐震岸壁、航路・泊地（水深12m））の整備

・臨港道路（橋梁）の整備

・国際物流ターミナル

（耐震岸壁、航路・泊地（水深12m））の整備

総事業費 ５６０億円 （進捗率３７％［2012年度末時点］）

事業期間 ２００８年度～２０１７年度
耐震岸壁は２０１２年度完成予定
臨港道路は２０１６年度完成予定 ８

玉島地区国際物流ターミナル・臨港道路整備事業



2010.11 港湾計画の変更 港湾関連用地の拡大

2011.4 港湾法の改正 港湾運営会社制度の導入
（同年12月施行）

2011.12 港湾計画の変更 効率的な運営を特に促進す
る区域の指定
（港湾運営会社設立の条件）

~2012中 荷役機械等の共同化 於：出島地区

~2012 大規模CFSの整備 2012年度末完成予定

2013~ 港湾運営会社の設立 出島・海田両地区の一体
的な管理運営

行政の取組民間の取組

岸壁（-7.5ｍ）

岸壁（-14ｍ）

岸壁(-14ｍ） (計画)
広島港：出島コンテナターミナル

港湾計画の改訂
（港湾関連用地の拡大）

荷役機械等の共同化

大規模CFSの整備
整備内容： 21,000 ㎡（床面積）
整備期間：2012年度末完成予定

港湾計画の改訂
（効率的な運営を特に促進する区域の指定）

※海田地区も同様に指定

港湾運営会社を設立し、民の視点による効率的なコンテナターミナルの管理・運営の実現

コンテナ取扱コストの縮減

港湾運営の効率化（広島港の事例）

９



臨港道路の拡張と広島南道路の整備促進

2011.2撮影2012.2撮影

【廿日市草津線（一部）】（広島県）
2016年度拡張予定

延長約1.6km
（2車線→4車線化）

【凡例】
－：一般道路部（都市計画道路）
－：一般道路部（臨港道路）

【凡例】
－：一般道路部（都市計画道路）
－：自動車専用道路部

4車線供用中

2車線供用中

2車線供用中

4車線供用中
4車線供用中

4車線供用中
2車線
供用中

2車線
供用中

廿日市市～広島市佐伯区五日市町

広島市西区庚午南～南区出島

供用済 未供用

無料区間

有料区間

○国、広島県、広島市、広島高速道路公社が連携し、整備促進中。
○2013年度に、一般道路部吉島～観音（仮称）区間、自動車専用道路部吉島～西部（仮称）区間が供用開始予定。

廿日市草津線

１０

西部
（仮称）

観音
（仮称）

吉島

【観音（仮称）～西部（仮称）】（広島市）
2013年度供用予定

延長約1.3km
（4車線）

※無料区間

【吉島～観音(仮称）】（広島高速道路公社）
2013年度供用予定

延長約2.9km
（2車線）

【吉島～観音(仮称）】（国）

（広島市中区光南～西区観音新町）
2013年度供用予定

延長約2.6km
（2車線）



岸壁（-10m)
（供用中・公共）

泊地(-12m)
（受託）

航路(-12m)
（エネルギー港湾）

航路・泊地(-12m)
（エネルギー港湾）

広島都市圏における都市ガス販売量の推移
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主な供給先
＜商業用・公用＞

ホテル、デパート、病院、飲食店、学校等
（ホテルグランヴィア、グランドプリンス、ANAクラウンホテル、

基町クレド、広島市民病院、県病院、大学病院等）
＜工業用＞電気機器、自動車、鉄鋼、食品工場等

（エルピーダメモリ、マツダ、大日本印刷等）

【事業計画】
整備内容：航路及び泊地（水深12m）
事業費：74億円
事業期間：2012年度～2015年度
備考：エネルギー港湾整備事業として実施（官民による産業投資）

約
8
割

広島港廿日市地区航路・泊地整備事業

効果
標準ＬＮＧ船の活用によるＬＮＧの安定的かつ安価な供給を実現することで、ＬＮＧを利用する各
種製造業の国際 競争力の強化を図り、以て我が国全体の経済社会の発展、雇用の確保に寄与する。

対応

課題 製造業用のエネルギーとしてＬＮＧが注目されているが、広島港では、標準ＬＮＧ船の入港が
できないことから、他地域よりＬＮＧ輸入コストが高い。

広島港廿日市地区の航路・泊地の浚渫

国内港におけるLNG輸入価格

37.6 37.8
41.1
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58.3
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円/m3･46MJ換算(気体)

経済産業省資料より作成

※過去5年平均より算出

全国平均39.6

代表事例

広島は他地域より
約５割コスト高
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徳山下松港・宇部港国際バルク戦略ターミナルの整備

１２

徳山下松港 周南バルクターミナルの整備

徳山下松港 新南陽地区 国際物流ターミナル整備事業宇部港 本港地区 航路・泊地整備事業

新南陽地区

航路・泊地(水深12m)
整備中：2016年完了予定

航路(水深12m)
整備中：2016年完了予定

航路（水深13m）
整備中：2018年完了予定

泊地（水深13m）
整備中：2018年完了予定

※航路は水深11mで暫定供用中

徳山西部地区

本港地区

岸壁(水深12m)
（供用中）

※航路は水深10.2mで暫定供用中

周南バルクターミナルの施設整備状況
■2010.7 第1期工事完了

・荷役設備、桟橋の整備
・貯炭量：14万トン

■2012.3 第2期工事完了
・貯炭施設拡張 貯炭量：14万トン→66万トン
※2012.9、貯炭量をさらに100万トン迄引き上げ

周南バルクターミナル

岸壁(水深14m)
泊地（水深14m）

（供用中）

※航路は水深12.8mで暫定供用中

岸壁(水深13m)
泊地（水深13m）

（供用中）

山口県

宇部港

徳山下松港（新南陽地区）

徳山下松港（徳山西部地区）


